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匹

『
解

読

』

撫
本

を
供
覧
す

る
主
要
な

ろ
病
氣

に
就

て

「
病
に

氣
か
ら
」
.と

申
し
ま
す
が
吾

々
外
科
讐

に
は

呉

の
襟

電
生

や
さ
し

い
事
を
嘗

つ
て
居
ら

れ
ま

ぜ
ん
。

現
に
腎

に
塊
り
が

あ

る
か
ら
之
を
取

っ
て

ア

ナ

除
け

る

(
胃
癌

)
胃
の
壁

か
ら
大
閏
血
し
て
胃

に
穿
孔
が
出
來

か
か
ろ
。
之
等
は
手
術

せ
ね
ば
治
り
ま

せ
ん
。
.

で

(
胃
潰
瘍
)
美

し

い
肉
膿

の
完

全
な
る
を
願
ふ
余
リ
、
皮
膚

に

一
寸
傷

が
出
來
る

の
な
嬢

つ
て
今
日
療
本
で

御
覧

に
な

る
檬

な

「
本
當

に
あ

ろ
病
氣
」

に

因

つ
て
二

つ
と
な

い
命
を
取
ら
れ

る
、

手
術
を
嫁
ふ
御
方

に
今
E

の
標
本
を
見

て
戴

い
て
之
等

の
標

本
が
皆

手
猜
に
依

つ
て
貴
重
な

一
命

を
延

し
得
た
例

で

あ
る
事
な
想
起
さ
る
ろ
檬
希
望
致

し
ま
す
。

,
以
下
『

三
の
病

氣

に
就
て
簡
阜
な
解
設
を
致
し
ま
す
。
,

O

O

,

ゴ

ハ
ン
ガ
イ

ケ

ヌ

イ

昌
モ
タ

レ
》

5

'

(
一
)
胃

癌

相
當

高
年
で

(
勿
論

若

い
人
に
も
少

く
あ
吟
ま

せ
ん
が

)
.食
轟
不
振
㍉

胃
部
膨
満

。
次
第

に
痩

ぜ
ろ

。

顔
色

が
悪

い

(
貧
血
)

元
氣

が

無

い
。
等

の
症
候

が
あ

っ
て
特

に
飽

親
の
方

に
癌
で
死
な
れ
六
方
が
あ
る
等

の
場

合
は

注
意
が
必
要
で
お
讐

者
檬

に
診
て
も

ら
ち

な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。

診
断

は
丙

科
、
外
科
.
放
射
藻
科
、
等
何
盧
で
も
幽

來
ま
す
、
現
在
の
ど

こ
ろ

「
癌
為
と

か
す
」
様
な
藥
は
あ

り
ま

ぜ
ん
か
ら

早
期

に
襲
見

し
て
手
術
的

カ
タ
マ
サ

ウ
ヅ
ル

に
完
全
に
摘
る
以
外
に
療
法
は
有
り
ま
ぜ
ん
。
遅
く
な
う
て
症
胱
が
遙
み
胃
全
部
に
腫
瘤
が
出
來
る
と
か
附
近
の
揖
臓
、
膵
臓
、
腸
等
に
韓
移
が
出
來
た

ヒ
キ
ツ

ク

セ

の

ワ

ル
イ

・り

、
癒
着
が
出

來
た
り

し
れ
場

合
に
は

手
術
が
出
來
す
結
果
も
不
良

で
す

か
ら
早
く
登
見

し
て
手
術

す
る
こ

と
が
肝

心
で
す

。

手
術
は
局
所
席
酔
で
割
合

に
無
痛

に
山

來
癌

の
部
分

を
取

つ
て
胃
と
腸

と
を
縫

び
合

せ
ま

す
。
.

ハ

胃
の
全
部
を

取
つ
て
も
数

年
間
に
幸
編
に
暮

し
て

い
る
人
も
多

い
の
で
他
に
推

し
て
知

る
可
き

で
す
。

ぼ

ダ
其

の
外

に
癌
は
舌
癌
、
、食
道
癌
・
腸

癌
・
直
腸
癌

の
形
で

出
來
ま
す
・
蜘
に
直
腸
癌

は
直

腸
な
取

つ
て
腹

に
別

に
肛
門

(
人
工
肛
閂

)
を
作
り
ま
ゴ
。

(
二
)
彫
灘

癖

相
當
萎

人
か
ら
も
纂

ま
す
・
血
色
昊

し
毒

く
成
り
喜

ん
が
胸
が
や
莫

臥

胃
酸
蓼

の
人
に
奪

豪

多
㌔

食
後

何
時
間
か
し
て
胃
が
痛
み
、
大
出
血
し
て
穿
孔
し
腹
膜
炎
な
起
し
六
り
し
て
相
嘗
重
症
な
病
氣
で
す
。

b



.諮

藁

港

殉
章

も
柴

争

憾
暴

衡

だ
時
に
馨

す
る
ポ
葵

張
訴

科
的
筆

夢

レ
葦

・
蓋

聖

お
い
濠

費

空

垂

に

塗
る
事
が
あ
る
輩
菅
は
轟
ま
す
。
手
術
的
に
は
現
在
潰
瘍
の
あ
.る
部
、
將
來
臥
來
そ
う
な
場
所
な
一
諸
に
切
除
し
ま
す
。
結
果
は
馨

に
瓦
↑
争
術
前
に

.
「
入
」
の
働
き
℃
か
出
來
な
か
つ
六
人
も
勇
術
す
れ
ば

「
十
」
位
の
働
き
が
拙
來
ま
す
。

§

紫

妻

馳
灘

突
篶

熱
叢

し
て
霧

頸
禦

し
奇

胃
の
右
の
方
に
堪
え
ら
要

い
程
の
痛
み
が
來
ま
す
・
斯
の
禦

覆

憲

し
葵

窯

の
麗

時
に
壽

し
て
肇

を
開
い
て
見
歪

大
抵
葉

の
墜

石
が
套

す
・
叉
吾

ガ
リ
で
な
く
奮

や
盟

が
居
養

頗

症
馨

の

の

コ

ダ

越

し
ま
す
。
既

の
病
氣

も
外
科
で
非
常

に
研
究

し
て
居
り
ま
す

か
ら
病
氣
は
割
合

に
重
大
で
す
が
手
術
に
佐
叫
大
抵
治
り
ま
す
。

(
巴

肺

腫

翻

膿
は
申
蓬

も
な
く
人
間
の
蕃

大
切
誉

こ
ろ
で
…

に
察

雷

來
る
自

が
見
え
な
く
だ
つ
す

・
歩
け
馨

な
裟

竺

痙
撃
が
來
索
り
し
て
悲
惨
な
病
氣
で
す
膿
の
手
術
は
盛
に
研
究
ぜ
ら
れ
て
居
り
成
功
し
表
例
も
相
當
有
ま
す
將
來
盆
々
研
究
ぜ
ら
江
る
病
氣
で
す
。

む

む

む

　

ロ

へ

(
五
)
辱

登

性

脱

疸

其
の
昔
澤
村
某
と
か
言
ふ
絶
世
の
美
男
俳
優
の
患
つ
六
病
氣
で
現
在
で
も
相
當
な
患
者
が
あ
っ
て
之
に
封
す
る
療
法
も
蓮
ん

ヒ

で

タ
ミ

で

來
ま

し
れ
血
管
が

塞
が

つ
て
手
、
足
の
指
が
紫

色
と
な
つ
て
落
ち
非
常

菰
終
痛
が

あ
り

ま
す
、
酒
、
煙
草
、
梅
毒
も
幾
分
關
係
致

し
ま
す
の
で

青
少

年

の
方

も
心
し
て
頂
き

れ

い
と
思

い
ま
す
。

む

む

む

む

(
六
)
甲

状

腺

腫

(
バ
セ
ド
ウ
氏
病
)

頸
の
前

に
爾
側

に
甲
胱
腺

と
言
ふ

大
切
な
器
官
が

有
り
、

之
が
異
常
に
大
き
く
腫
れ

て
妙
齢

の
婦

人

璽
万

　

　

に
は
美
容

上
か
ら
も
叉
生
命

に
か
か
わ

ろ
檬
熟
事
も
あ
η

ま
す

。

日
が
飛

び
出

し
、
手
が

ふ
る
び
、
汗

を
か
き
易

ぐ
顔
が
す
ぐ
赤
く
な
り
勲

悸
が
打

ジ
零

り
し
て
、

掌

訟

い
擢

氣
が

込
ら
い
ら
し
脊

し
ま
す
・
必
す
入
院
t
て
内
科
的
か
叉
外
科
的
番

を
受
け
ね
ば
奮

ま
ぜ
ん
・

ノ

ノ

(七
)
其
の
他
に
無
数
の
大
切
な
外
科
の
病
氣
が
あ
り
ま
す
、
轟
檬
突
起
炎

(盲
腸
炎
)
は
皆
榛
が
知
り
過
ぎ
て
居
り
ま
す
が
腹
膜
炎
に
電
ら
な
い
内
に

手
術
ぜ
ね
ば
滋
り
ま
ぜ
ん
。

「
石
」
の
出
來
る
場
所
も
膿
石
の
外
に
腎
臓
、
膀
胱
、
唾
液
中
に
も
餌
爽
ま
す
し
癌
も
前
に
逓
べ
☆
他
に
皮
膚
癌
、
陰
窒
癌

ロ

カ

セ

　

の
形
と
謀

つ
て
來

る
こ
と
が
あ
り

「
ラ

ジ
ウ

ム
」
「
X
光
織
」
治
療
學

が
あ
り
ま

す
が
手
術
ぜ

紅
ば
な
り
ま

ぜ
ん
。

結

び

五



六

以
上
簡
軍
で
す
が
最
後
に
結
核
、
微
毒
、
化
膿
性
疾
患
等
に
皆
檬
方
が
注
意
ぜ
ら
れ
れ
ば
幾
分
躁
防
出
來
ま
す
が
癌
は
吾
々
轡
者
も
日
夜
研
究
し
て
居

ず

り
ま
す
が
皆
榛
方

も
早
期
に
適
當
惣
方

に
相
談

し
て
外
科
的
治
療
を
受
サ
ら
れ
.る
榛
御
奨
め
致

し
ま
す
。

可

放

射

線

治

療

學

教

室

一
、
肺

結

核

症

イ
、
肺

結

核

の

種

々

相

(
「
レ
」
線
爲
眞

供
覧

)

臥
、
肺

結

核

の

治

、療

(

同

)

ハ
、
紬

核

の

豫

防

一

二
、
胸

部

「
レ
」
線

間

接

撮

影

法

(
窟
眞
供
覧
)

瀞
、
携

帯

用

「
レ
」
線

骸

生

装

置

鴫

嚢

二
、
胃

潰

瘍

'

イ
、
胃

捲
脚
濾
酬
の

「
レ
ピ

線

{轟

置
[

ロ
、
胃

潰

瘍

の

「
レ
」
線

治

療

成

綾

(
窩
眞

供
覧
)

三
、
高

血

屋

症

の

陰

イ

陵

ン

吸

λ

療

法

イ
、
治

療

成

綾

一

覧

表

ろ

ロ
、

陰

イ

オ

ン

稜

生

装

置

一

垂

『
解
`

説
』
.

一
、
脇

結

核

症



イ
、
藤

結

枝

の

診

、覇

肺
建

の
的
警

着

を
穿

蓋

窺
奮

き

ろ

「
レ
ン
ト
ゲ
ン
」.樵
査
以
外
に
は
な
い
の
で
あ
つ
て
旛
都
㍉
レ
ン
ト
ゲ
ン

酋

」
珍

奪

享

し
て

節
結
核
を
云
々
す
ゐ
は
験
れ
ゐ
も
甚
し
い
の
で
あ
り
ま
す
。

ゑ

　

騨
結

該
亜
,「
ジ

ン
}
ゲ

ン
』
罵
眞

上
種

々
竃

榛
相

を
暴
し
ま

し
て
其

の
剃
讃
は
治
療
上
豫
後
剃
定

上
極

め
て
大
切
な
事
で
あ
り
ま
す
。

ニ
ニ
艦
二
、
・竃

ヘ

ロ

コ

ド

の
典
型

的
塾
も
の
を
御
供
覧
致

し
ま

す
。

ロ
、
肺
結
核

の

「
レ

ン
ト
ゲ

ン
」

治
療

・

我
教
室

に
於

て
は
昭

和
八
年
來
肺
結
核

に
封

し
て

「
レ
ン
ト
ゲ

ン
」
治
療

な
行

び
既

に
百
歎
十
名
な
全
治

せ
し
め

で
居
ろ

の
で
あ
り
ま
す
が

其
の
経
験

よ
噸
す
れ
ば
本
療

法
に
肺
結

核
の
治
癒
牽
を
高

め
且
つ
治
癒

に
至

る
迄

の
期
間

を
短
縮

し

叉
再
禦

を
最
少

限
度

に
止
め
得

う
も
の
と
噺

云
す

る
も
は

讐
か

ら
菰

い
の
で
あ
ゆ

ま
す
。
し
か
し
本
療

法
は

一
種
の
刺

戟
療
法
で
あ

り
ま
す
か
ら

其

の
實

施
に
當

っ
て
は
愼
重
な
期
し
事

門
的

の
知
識
経
験
を
要
す
る
事

に
申
す
迄
も
あ
り
ま
ぜ
ん
。

ハ
、
結

核

の

豫

防

嘘

位
向
上
な
目
指
し
て
蓬
進
し

つ
つ
あ

ろ
非
常
時
日

本
に
取
つ
て

先
づ
第

一
に
問

題
と
さ
れ

る
の
は

何
か
と
申

し
ま
す

と
云

ふ
迄
墨
諏
く
共
れ
は

亡
函

病

と
迄
云
は
れ

ろ
結
核

の
豫
防
撲
滅
策
で
あ
り
ま
す
。
人
的
資
源

に
悩

む
戦
時

下
に
あ

っ
て

働
き
盗

り
の
青
年
を
次

か
ら
次

へ
と
冒

し
て

ゆ
も
結
核
、
殊

ノ

ド

ノ

・
に
肺
結

核
な
如
何
に
し
て
豫

防
し
撲
滅
す
る
か
と
云
ふ
事
は
實

に
重

要
な
問
題
で
あ
り
ま
す
。
そ
も
昂
、も
結

核
症
な

る
も

の
は

結

核
菌

に
よ

つ
て
超

る
傅

染

病
で
あ
り
ま
す

か
ら
結
核
豫
防

の
捷
径
に
傳
染
源
な
噺

つ
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

傳
染
源

な
噺
つ
と
は

先
づ
傳
染

源
六

る
開

放
性
肺
結
核
患
者
を
壷
見

し
之

に
適
當
な
濾
置

た
加

へ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

傳
染

源
の
褒
混
と
は

胸
部

「
レ
ン
ト
ゲ

ン
」

集
團
検

査
側
近
者
検

査
を
行

ふ
こ
と
が

必
要
で
あ
η
ま
す
。

殊
に
患

者
魯
身

及
び

其
周

園
の
人

々
と
氣
付
か
れ

ざ
る
所
謂
無
自
畳
性

肺

結
核

が
豫
防

上
最

も
危
瞼

で
そ

の
患

者
の
蜜
見

に
は
本
法
た

お
.い
て
他

に
あ
噸
ま

ぜ
ん
。
一

七



入

爾

こ
の
検
査

に
よ

っ
て
肺
結
核
患
者
な
早
期

に
曇
見
し
時
期
を
失

ぜ
ざ

ろ
中
に
適
當

以
塵
置
を
加

へ
得
る

と

い
ふ
刹
話

が
あ
り
ま
す
。

、

'

二
、
胸
部

「
レ

ン
ト
ゲ

ン
」
線
間
接
撮
影
法

本

法
は
胸
部

「
レ
払
ト
ゲ

ン
」

像
を

一
度
螢
光
板
に
映

し
こ
の
像

を
小

型

「
カ
メ

ラ
」

だ
用
び
て
撮
影

す
る
法
で
あ
り

ま
し
て

普
通
撮
影

法
に
比

し
費

用
が
著
し
《
少
く

て
す

み
、
操
作

簡
便
熟

る
た
め
集
團
検
査

に
慮
用

さ
れ

ろ

の
で
あ
り
ま
す

。

然
し
現
在
診
断
能
力
上
普
通
撮
影
法

に
比

し
幾
分
遜
色
あ
る
は
免
れ
以

い
の
で
あ
り
ま
す
が
將
來
研
究
改
良

の
祭

地
あ

る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

三
、
胃
潰
瘍

の

マ
レ
ン
ト
ゲ

ン
」
治
療

大
き
な
奮

い
胃
潰
瘍
は
從
來

一
般
内
科
的
療
法

に
て
は
治
癒
困
難

と
さ
れ

て
ゐ
ま
す
が

我
教
室

に
於

て
は
之

に

h
レ
ン
ト
ゲ

ン
」

治
療

た
施

し
大
部
分

リ

ナ

㎜

治
癒

ぜ
し
む
る

こ
と
を
得
且
療
後

李
均

三
年
間

八
十

「
パ
ー

セ
ン
ト
」

は
再
螢
潜
見
て
居
り

ま

せ
ん
。

胃
潰
瘍

の
嚢

生
部

位
等

に
よ

つ
て
は

往

々
外

科
手
術

葎
行

ひ
得
な

い
場
合

も
あ
り

ま
ず
が

「
レ
ン
ト
ゲ

ン
」

治
療

に
か

、
ろ
例
に
も
行

つ
て

屡

々
之
を

治
癒

ぜ
し
め
て
居
り
ま
す

。

四
、
高
血
屋

症
の
陰

「
イ

オ
ン
」
瞭

法

へ

高
血
屋
症
の
陰

「
イ
オ
ン
」
療
法
た
最
初
我
國
に
紹
介
し
六
の
は
中
島
教
授
で
あ
り
ま
し
て
以
後
約
十
年
近
く
塞
法
を
貿
施
し
て
著
効
為
上
げ
近
年
で

は
方
々
の
大
學
病
院
を
始
め
名
病
院
よ
り
本
法
の
数
果
が
襲
表
さ
れ
て
ゐ
ま
す
本
法
の
作
用
機
穂
は
吸
入
さ
れ
六
陰

「
イ
ォ
ン
」
が
肺
よ
り
吸
歌
ぜ
ら
れ

い

て
高

血
歴

症
の
原
因
れ
る
末
棺
血
管

の
攣
縮
を
緩

解
す

ろ
も

の
と
考

へ
ら
れ

て
居
り

ま
す

。

、

、

ミ

!

吾
教
室
の
治
癒
卒
は
確
實
な
る
も
の
六
二
%
の
多
き
に
昇
つ
て
居
り
、
唯
腎
臓
疾
患
の
あ
る
場
合
に
に
や
・
降
下
し
難
い
檬
で
す
が

降
下
し
な
い
場
合

で
も
頭
痛
其
の
他
の
自
畳
症
状
は
殆
ん
ど

一
〇
〇
%
に
清
失
し
て
ゐ
ま
す
。

(
附
)
中
島
丸
岡
式
血
清
尿
素
比
色
法

血
清
内
残
飴
窒
素
又
は
尿
素
窒
素
の
測
定
に
腎
臓
病
の
診
噺
上
、
豫
後
決
定
上
、
叉
治
療
上
重
要
な
地
位
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
為
と
に
此
所
に
申
上



げ
う
ま
で
も
な
,い
こ
と
と
思
は
れ
ま
す
σ
現
今
一
艇
に
行
は
れ
て
ゐ
る
測
宛
決
に
柑
當
の
化
學
研
究
室
の
護
備
を
憂
し
叉
操
作
が
甚
だ
面
倒
で
あ
り
且
つ

可
成
の
量
孟

液
を
必
要
与

ε
も
の
で
雪

ま
す
・
拳

の
諸
綾

奮

び
・
少
量
の
血
液
に
垂

足
唆

繕

い
健
箪
昼

つ
其
の
嚢

は
叢

で

あ
る
と
云
ふ
三
條
件
を
滞
足
し
、
旧
常
の
臨
応
に

用
ふ

べ
き
も

の
と
し

て
考
案
さ
お
六
も

の
が
本
法
で
あ
り
ま
す
。

'

工

學

部

探

鑛

學

敷

室

一
、
X

型

重

力

偏

差

計

專
ら
油
田

の
探
査

に
利
用

ぜ
ら
ろ
。

本
機
は

ド
イ

ツ
、
ア

ス
カ

ニ
ア
會
杜
製

最
新
型
で
他
の
型

〔大

型

(
上

型
)
叉

は
中
型

(
Z
型
)
京
都
帝
國
大
學
及

物
理
探
鑛
試
験

所
所
有
〕
に

比

し
短
時
間
で
測
定
出
來
ぢ

利
鮎
が
あ
ろ
。

二
、
、磁

力

計

物

理
探
鑛
機

の
中
、
最

古
の
探
鑛
機

タ
ー

レ
ン
、

チ
ー

ベ
ル
グ
磁

九
評
で

あ
ろ
。

強
磁
性

鑛
床

(
磁
鐵
鑛

の
如
き
)

の
探
査
に
は
今
日
猫
よ
く
利
用

せ
ら

ろ
。

(
ド
イ

ツ
、

ペ
ス
ラ
ー
會
社
製
)

三
、
磁

力

偏

差

計

微
磁
性
鑛
床

の
探
査

に
利

用
ぜ
ら
ろ
。

砂

金
砂
錫
鑛
床
は
勿
論
油

田
、
金
鑛
床

の
探
査
に
も
,利

用
ぜ
ら
れ
て
ゐ
ろ
。

(
ド

イ
ツ
、

ア

ス
カ

ニ
ア
會
砒
製
)

四
、
強

性

波

探

鑛

機

圭

と
し
て
油
田
の
探
査
に
用
ひ
ら

る
。

、九



一
〇

'

其
他
基
岩

、
翫
層

、
石
炭

層
の
探
査

に
も
利
用

ぜ
ら
る
。

(
波

江
野
式

ラ
ヂ

ナ
受
信
機
)

五
、
ジ

ユ

氏

電

氣

探

鑛

機

'

大

正
十
年
初
め

て
我
國

に
輸

入
せ
ら
れ
.六

る
電
氣
探
鑛
機

に
ぴ
て

圭
と
し
て

金
驕
鑛
床

の

探
査

に
利
用
ぜ
ら
る

(
フ

ラ

ン
ス
.
シ

ユ
ラ

ム
ベ
〃

ジ

ユ
氏
製
)
。

六
、
大

地

比

抵

抗

測

・定

器

金
罵
鑛
床
、

石
油

、
石
炭

、
硫
黄

、
砂
鑛

床
の
探
査

に
利

用
ぜ
ら
ろ

へ
横

河
電
機

製
作

所
製
)
。

七
、
改
良
型
ギ

シ
ユ
ル
ー

二
ー
電
氣
探
鑛
機

.

.

動

、

從
來
の
ギ

シ

ユ
ル
ー

二
ー
式
に
改
良

を
加

へ
横

河
電
機
製
作
所
に
試
作

せ
し
め
六
る
も
の
に

て

金
属
鑛
床
、

石
油
、

石
炭
、
硫
黄
、
砂
鑛
床

の
探

査

に
利
用

せ
ら

る
。

、
特

に
最
近
金
鑛

へ
含
金
銀
石
英
鑛
脈
)
の
探
査

に
顯
著
な

る
好
成
績

を
牧
め
得
索

。

冶

金

學

教

室

一
、
金

に
ワ
闘

す

ろ

標

本

、

1234

金

鑛

各

種

我

國

の

古

貨

幣

模

造

標

本

大

剣
、

小

剣
、

其

他

試

金

法

説

明

標

本

混
ア乗

製

錬

所

模

型



造
船

學

教

室

一

一
、
造

船

學

古

書

全

三

珊

、
本
書
に
西
歴

ご
八
六
五
年
英
國

の
ゼ
ー
、

ス
コ
ツ
墾
、
ラ
少

セ
ル
民
が

當
時
の
造
船
技

術
を
詳
録

ぜ
ろ
も

の
に
し
て
長
崎
の

「
グ
ロ
パ
ー
」

商
會

!

よ
り
肥
後

藩
主
に
献

上
ぜ

る
も
の
な
り
。

二
、
造

船

用

計

算

器

學
生
が
船
舶
の
設
計
製
圖
の
索
め
使
・用
す
ろ
各
種
計
算
器
具
淑

り
。

三
、
造

船

學

生

卒

業

診

計

圖

軍
艦

及
商

船
に
欝
す

る
卒
業
設
計
圖

の

一
例
な

り
。

四

、
造

船

材

料

實

験

装

置

(
實
演

)

造
船
用
材
料

の
強
度
其

他
を
實
験
す

ろ
装
置
な
り
。

五
、
船

舶

模

型

製

作

装

置

(
實

演
)

實
験
用
模
型
な
製
作
す

ろ
装
置
な
り

。

山
ハ
、
血
制
中余

自

働

熔

櫨
欣
装

剛直

(
實
演
)

普

通
の
電
氣
熔

接
法
は
熟
練

工
と
錐
も
成

晶
の
均
等

を
期
し
難

し
、
本
自
働
熔
按
法
に

よ
る
と
き
は
人
的
要
素
な
省
き
得
る
が
故

に

成

品
の
均
等

を
期
し
得

べ
く
樹
叉
工
費
材
料
費
を
節
約

し
得

べ
し
。

七
、
船

舶

動

揺

實

験

装

置

(
實
演

)

波
浪
中

に
於
け

る
船

舶
の
動
揺

状
況
を
實
験
記
録
す

ろ
装
置
取
"

二



八
、
船

舶

抵

抗

實

験

装

置

(
實
演
)

船
舶
が
航
走
中
に
於
け
ろ
麺
抗
を
計
測
詔
録
す
る
装
置
な
り
。

一
、
滑

空

機

・

初
歩
滑
兜
工
練
習
機

(
プ
ラ
イ

マ
リ
機
)

中
級
滑
空
練
習
機

(
セ
ヨ

ン
ダ

リ
機
)

高
性
能
▼滑
空
機

(
ソ
ア
ラ
ー
)

哺
、

オ
ー
ト
ヂ

ヤ
ィ

"
機

ノ

一
、
氣

流

寓

眞

数

十

赦

一
、
古
同
蓮

プ

ロ

ペ

ラ
.出易

眞

一数

十

枚

一
、
航

空

曇

動

機

二

基

其

他

一
、
映

藩

曲

技

、
滑

空

等

一
、
風
洞

に
於
け

乙
模
型
機

の
實
験

(
風
洞
室
)

守
解

説

』＼

一
、
滑

空

機

1

初
歩
滑
空
練
習
機

(
九
帝
九
型
A
)

一

機

一

機

一

機

一

機

(
屋
外
)

(

同

)

(

同

)

(

同

)

(
陳
列
室
)

(

同

)

(

同

)

数

種

(
航
空
工
學
第

一
號
講
義
室
)

=

一

航
空
工

學

数

室



全
く

の
初
心

者
の
滑
空
練
習

に
用
ふ
る
も

の

＼

艦翼
幅
ー

一
〇
米

主
翼
面
積
-

一
五

李
方
米

機
膿
重
量
-

八
六
冠

滞
載

重
量
ー

一
四
六
冠
.
滑
空
速
度
丁

五
〇

粁
時

炉

2

中
級
滑
空
練
習
機

(
九
帝
九
型
B
)

　

稽
技

偏
遙
歩

ぜ
ろ
者

の
練
習

に
用

ふ
ろ
も
の

翼
幅
-

一
〇
、
四
米

圭
翼
面
積
ー

一
五
、

六
卒
方
米

機

竈
重
量
ー
九

五
冠

'
満
載
重

量
ー

一
五
五
班

、
滑
空
遽
度
-
五

五
粁
時

3

高

性
能
滑
空
機

(
九
帝
七
型
)

　

り

翼
幅
「
一
三
米

圭
翼
面
積
-

一
三
卒
方
米

機
竈
重
量
1
∴

一
五
冠

満
載
重
量
ー
二
〇
〇
冠

飛
行
速
度
-
六
〇
粁
時

沈
下
速
度
i

さ

　

○
、
'七
五
米
毎
秒

滑
空
比
i

二
〇

の

、

本
機
は
佐
藤
助
敏
授
の
設
計

に
よ
り
昭
和
十
年

八
月

本
學
に
於

て
竣

工
、
昭
和
十

一
年

一
月
生
駒
山
に
於
て
志
鶴
飛
行
士
操
縫
九
時
間
牛
、

昭
和
十
四
年
十
月
阿
蘇
山
に
於
て

田
中
丸
滑
空
士
操
縫

七
時
間
十
分
の
日
本
記
録

を
作

れ

る
も
の
鉱
り
。

一
、

ナ
ー
ト
ヂ
ヤ
イ

ロ
機

(
英
國
製

)

簿

機
上

の
垂
直

軸

に
於

る
三
枚

の
長
翼
プ

ロ
ペ
ラ
に
て
圭
と
し
て
機

の
重

さ
を
支

へ
飛
行

す
う
も

の

登
動
機
は

ア
電

ム
ス
ト

・
ン
グ
、

シ
ド

レ
ー
紛
百
馬
力
な
装
備

す

一
、
氣

流

爲

眞

.

種

々
の
物
髄
を
通
過
す

る
空
氣
流
動
の
實
呪
を
示

す
爲
眞
に
し
て
本
教
室
職
員
の
撮
影
し
れ

る
活
動
窮
眞

よ
り
引
伸

し
た

ろ
も
の

一
、
高
速
プ

ロ
ペ
ラ
と
空
氣
流
動

の
鴇
眞

プ

覧
ペ
ラ
の
廻
韓
速
度
が
増
加
す

る
に
從
ひ
プ

ロ
ベ
ラ
翼

の
附
近

の
空
氣
が
複
雑
な

ろ
運
動
を
滋

す
駅
況
を
種
々
の
場
合

に
就
さ
、
本
教
室
職
員

の

撮
影
し
れ

る
高
速
活
動
爲
眞

よ
り

引
伸

し
れ
う
も
の

一
三



一
四

囑
、
航

空

登

動

機

水
冷
式

一
基
及

び
空
冷
式

一
基
に
し
て
内
部
構
造
を
示
す

其

他

一
、
映

書

説

明

滑

空
機

に

よ
る
宙
返
り
、
垂
直
錐

も
み
、
急

降
下
等

の
曲
技

の
實

況
其

他
を

映
鴇

す

メ一
、
風

洞

實

験

説

明

風
洞
は
ゲ
ツ
チ
ン
ゲ
.ン
型
に
し
て
吹
ロ
噺
面
は
楕
圓
、
其
長
径
は
二
米
孚
、
短
径
に

一
米
孚
、
風
速
に
二
〇
1
三
〇
米
＼秒
、
馬
力
は
五
〇
馬
力

な
り
六
分
力
風
洞
用
天
秤
を
使
用
し
模
型
滑
空
機
の
性
能
測
定
の
實
験
及
び
同
模
型
機
の
失
速
状
況
を
供
覧
す

農

學

部

動

物

學
教

室

一
、
美
麗
馨

山
椒
魚
数
種

の
生
盟

並
に
模
型

、

声

一
、
邦
産
食

用
海
膿
類
標
本

.

一
、
小

笠
原
並

に
南
洋
産
海
謄

類
標
本

一
、
珍
奇
取

ろ
海
膿
の
崎
形
四
種

一
、
「
ナ
メ
ク
ヂ

ウ
チ
」
の
生
盟



一
、
松

の

毬

果

一
、
輕

い

木

材

と

重

い

木

材

一
、
藤

一
、
椰

子

と

椰

子

蟹

一
、
連

理

材

我

嗣
[
法

律

山久

の

癒
仰
幅遷

上

代

支
那
法
接
受
時

代
な
り

し
爲
め

漢
丈
盟

・

例

ー

十
七
條

の
憲
法
、
律
、
令
、
格
、
式

中

世

鎌
倉
、
室
町
時

代
は
和
様
漢
丈
盟

例

-

御
成
敗
式
目

戦
國
時
代
假
名
交
り
丈
多

く
行
は
ろ

4

法

文

學

部

林

學

教

室

法

制
史

研

究

室

一
五



例

レ
■今
川
か
な
揖
録
、
塵
芥
集

近

世

和
榛
漢
丈
盟
も
見
え
る
が
暇
名
交
り
和
漢
混
清
丈
醗
多
く
行
は
る

例

ー

武
家
諸
法
度
、
公
事
方
御
定
書
、
高
札

近

代

!

原
則
と
し
て
丈
語
儀
り
し
か
し
そ
の
初
期
に
は
前
代
の
遙
風
少
く
な
い

例

ー

新
律
綱
領
、
濾
上
衝
突
豫
防
規
則

一

、
一
、

一

、

短

珊

展

観

明

正

天

皇

震

翰

松

濤

丈

庫

藏

蜜

元

天

皇

辰

翰

同

、

参

考

丈

戯

法

皇

御

集

三

冊

院

御

會

御

當

座

和

歌

一
冊

近
世
國
攣
者
歌
人
短
冊

附

右

解

設

我
国
を
中
心
と
す
る
重
要
諸
国
貿
易
状
勢

r

U
六

國

文

學

研

究

室

経
済

科

研

究

、室



(
一
)
日
本
貿
易

の
分
析

・

(
二
)
日
本
封
E

本
外
圓

プ

ロ
ツ
ク
の
貿
易
關
係

(
三
)
日
本
封
米
國

貿
易
關
係

齢

(
四
)
日
英
米
封
蘭
印
貿
易
闘
係

理

學

部

、

/

蟻

ぜ

一
、
顕

微
鏡

に
よ
う
岩
石
の
調

べ
方

イ
、
探
集
岩

石
標
本

,

先
づ
野
外

に
於
て
各
種
岩

石
の
産
出

状
態
及
其
等
相
互
間

の
關
係
な
仔
細

に
観
察

し

代
表
的

の
岩
石
は
之
を
室
内

に
於
け

ろ
研
究

用
の
爲
適

宜

の
大
き

さ
に
し
て
持
ち
駐

る

(
探
集

岩
石
標
本
参

照
)

ロ
、
薄
片
製
作
順
序

次

に
岩
石
標
本
よ
り
小
片
を
鮫
き

と
り
之

よ
り
厚

さ
百
分

の
三

ミ
リ
内
外
の
薄

片
な
製
作
す
ろ

'

(
製
作
順
序
は
陳

列
晶
を
参
照

)

ハ
p
岩

石
顯
微
鏡

此
の
薄

片
を
岩
石
顯

微
鏡
を
用
び
て
調

べ
ろ
の

で
あ
る
が

こ
の
顯
微
鏡
は
偏
光
装

置
,(
昌
コ
ル
プ

リ
ズ

ム
)

を
装

備
す

る
こ
と
を

一
特
徴

と
す

る
も

の
で
、
,
肉
眼

で
観
察

し
得
な

い
微
細
な
邉
岩
鑛
物

や
岩
石
の
組
織
を
損
大
観
察
す

る
許
り
で
な
く

各
鑛

物
に
特
有
な

る
光
學
的

性
質

を
精

へ

一
七

、

地

質

學

教

室



一
八

細

に
調

べ
て
之
な
識
別
決
定

(
鑛
物

に
よ

つ
て
に
其

の
成
分

の
決
定

)
す
る
こ
と
な
圭
な
目
的

と
す
る

ご

、
地
質
時
代
医
分
表

地
質

學
で
は

地
球
登

生
以
來
の
過
去
の
極
め
で
永

い
間

に
於
て
地
球

に
行
は
れ
れ
諸
現
象
を

研
究
し
、

地
球

の
歴
史
な
編
む

の
で

あ
る
。

從

っ
て

此

の
研
究

に
は
先
づ

此
の
永

い
地
質
時

代
を
医
分

ぜ
ね
ば
な
ら

ね
が
、
夫
に
は
主

と
し
て
地
球
上

に
於

け
ろ
生
物

登
生
以
來
の

生
物
界

の
進

化
、

攣

遷
を
利
用
し
て
ゐ
ろ
。
如
何
に
地
質

時
代
が
匠
分
さ
れ

如

何
な

る
生
物
が

各
時
代
の
指
準

と
電

つ
て
ゐ
う
か
な
表

に
示

し
、
叉
次
の
代
表
的

標

本

に
俵
り
示
し
て

あ
ろ

三
、
地
質
時
代

の
生
物

の
遙
骸

各
地
質
時

代
を
特
徴
付
け

ろ
生
物

の
化
石
の
著
例

四
、
支

那
山灰
田

の
占分
布
圖

の

支
那
に
は
各
省
と
も
石
炭
を
産
し
其
縫
量
七
千
億
殖
と
樗
ぜ
ら
る
。
本
圖
は
其
炭
田
の
分
布
駿
態
を
示
ぜ
う
も
切
に
し
て
此
彪
大
な
ろ
炭
量
の
大

部
分
は
北
支
那
殊
に
山
西
省
内
に
埋
藏
ぜ
ら
ろ


